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平成３０年度「地域型住宅グリーン化事業概要 
国土交通省は全国で平成３０年度省エネ等良質

な住宅・建築物の取得・改修に関する支援制度の

説明会を開催中。 

この中で「地域型住宅グリーン化事業」は前年度

と同じく長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型と

し、４月頃より公募開始予定と発表。 

補助額は 

長期優良住宅110万円（実績４戸以上は100万円）

ゼロエネ住宅140万円（実績4戸以上は 125万円）

の予定。 

情報提供： 国土交通省

ＬＣＣＭ住宅新築の支援を強化 
国土交通省は、「ＬＣＣＭ住宅」の新築に対す

る支援を強化する。住宅・建築物の省ＣＯ２化を

進めるプロジェクトを支援する補助事業「サステナ

ブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）」の２０

１８年度分で、ＬＣＣＭ住宅部門を創設する。 

ＬＣＣＭ住宅とは、使用段階だけではなく、資

材製造や建設段階、解体時まで含めたライフサ

イクルで建物が排出するＣＯ２を再生可能エネル

ギーの効果により、マイナスにする住宅のこと。 

新設するＬＣＣＭ住宅部門では、予算内で事業者からの応募を受け付け、戸数を配分するイメージ。同事業に合わせ

て、ＬＣＣＭ住宅の判定ツールを作成して、公開する。ツールはＣＡＳＢＥＥのＬＣＣＭ判定の機能をベースに、入力項目を

より簡易にして使いやすくする。補助額は上限 125 万円 

情報提供： 新建ハウジング

熱伝導率０.０２０の高性能断熱材を開発 春にも発売予定 
カネカは、熱伝導率０.０２０Ｗ／（ｍ・Ｋ）の押出法発泡ポリスチレンフォ

ーム断熱材「カネライトフォームα（アルファ）」を開発。今春にも販売を開

始する。 

 独自の高断熱性発泡剤の高濃度分散技術などによって熱移動を抑制。

従来の「カネライトフォームスーパーＥ-Ⅲ」（熱伝導率０.０２８）と比較して

約３０％、これまでの同社最高性能の「カネライトフォームＦＸ」（同０.０２２）

と比較してさらに約１０％断熱性能を向上している。 

情報提供： 新建ハウジング
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